
ガラスにおける spinodal Decomf氾Sition

を問題とする場合に,重要であると思われる｡
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ガラス におけ る SpinodalDecomposition

東芝 ･総研 横 田 良 助

spinodalとは二成分系のガラスや固溶体などで,二成分系の相図で(∂2G/∂C2)T,p

- 0の軌跡をい う.こ でゝGは均一溶液のギッブス自由エネルギーであり, Cは成分

2の原子濃度であるo spinodalの内部では(∂2G/∂C2)T,P<0で不安定で均一相か

ら不均一相に分解する｡

spindal分解の運動方程式として,普通の拡散方程式では spir10dal分解の実験事

実に合はない｡ gradientenergyterm を入れた線型のmOdified diffusionequa-

1ionが実験と合 う｡

X線の′ト角散乱の実験での散乱強度対散乱角度図はFourier変換をすれば,spinodal

分解が起っているときの濃度分布と直接に対応がっく｡

所で,理論と実験とがよく合 うことが示されたのはこ 数ゝ年のことであって, こゝに

大筋は確立された｡

研究会では理論のすじ道と,実験事実とをのべた｡そして主な参考文献をあげたO
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4)の論文は実験の論文で, liquid que11Chingとい う特別の急冷法を開発して,いろ

いろな合金の spinodal分解 をしらべていますが,Al-Zn(Zn22atom%o)合金では

特にきれいな結果が得 られていて,X線小角散乱の実験との対応は完全に近 く見事です｡

これで Spinodal分解の理論は正 しいことがさらに確かになりましたO

(註) 表題を Mガラスにおける"としましたが,ガラスでな くても金属固溶体でもよく,

この表題は不要といえます｡

液晶 の連続空間模型の最近 の発展

都立大 ･理 小 林 謙 二

格子模型を液晶の場合に適用 してNematic-Smecticの相転移 を議論 した一連の仕

事があり,1)一定の成果をあげているが, SmecticのAからH までにおよぶ各modi-

ficationを理論的に記述するためには以下で述べるところの筆者や McMillanによっ

て発展させられた連続空間模型 2)の方がより自然のように思える｡

この方向の発展はNor也western Univ･groupの Lee'Tan,ShihandWoos)に

よる仕事があげられ, Transitionentropyや phasediagram もよ り実験結果 と一致
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